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民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
は
、
地

域
の
行
事
や
住
民
の
皆
さ
ん
の
様

子
な
ど
、
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と

を
ご
存
知
で
す
ね｣

と
話
す
の
は
、

す
ず
ら
ん
台
市
民
セ
ン
タ
ー
事
務

局
長
の
山
田
綱つ

な
お夫

さ
ん
。

　

毎
月
発
行
し
て
い
る
市
民
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
で
は
、「
民
生
だ
よ
り
」

　
「『
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
は
な

い
？
』
と
、
毎
日
の
よ
う
に
民
生
・

児
童
委
員
さ
ん
が
ま
ち
の
保
健
室

に
顔
を
出
し
て
く
れ
ま
す
。
地
域

の
こ
と
を
よ
く
分
か
っ
て
い
て
、
信

頼
の
あ
る
民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
か

ら
の
情
報
は
、
と
て
も
役
に
立
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
す
ず
ら

ん
台
地
区
ま
ち
の
保
健
室
の
職
員
、

宇
野
菖あ

や
こ子

さ
ん
と
中
村
玲
子
さ
ん
。

　

健
康
づ
く
り
や
地
域
福
祉
を
進
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と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を

民
生
・
児
童
委
員
が

担
当
。
高
齢
者
や
子

育
て
世
代
対
象
の
行

事
案
内
の
ほ
か
、
福

祉
の
制
度
の
紹
介
や
、
子
育
て
の

心
構
え
な
ど
、
民
生
・
児
童
委
員

な
ら
で
は
の
役
に
立
つ
情
報
な
ど

を
掲
載
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
窓

口
で
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
も
多
く
、

私
た
ち
で
対
応
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
状
況
を
聞
い
て
必
要

な
ら
ば
、
民
生
・
児
童
委
員
さ
ん

に
連
絡
を
取
り
ま
す
。
地
域
の
こ

と
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
し
、
す

ぐ
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。
私
た

ち
も
心
強
い
で
す
ね
」
と
山
田
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
生
・
児
童
委

員
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
橋
渡
し
役

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

め
る
拠
点
で
あ
る
ま
ち
の
保
健
室
。

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
行
事
に
は
、

必
ず
民
生
・
児
童
委
員
か
ら
声
を

か
け
て
も
ら
い
、
ま
ち
の
保
健
室

職
員
も
参
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

宇
野
さ
ん
と
中
村
さ
ん
は
、「
民

生
・
児
童
委
員
さ
ん
が
企
画
し
た

『
そ
ば
打
ち
試
食
会
』
は
、
外
出
の

機
会
が
少
な
い
男
性
の
高
齢
者
に

地
域
に
出
て
き
て
も
ら
う
よ
い
き

っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
な
ど
と
一

緒
に
、
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
食
事
会
に
か
か
わ
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
毎
月

楽
し
み
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
よ
」

と
話
し
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
き
め
細
か
な
情
報

を
把
握
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
ニ

ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
て
く
れ
て
い

る
民
生
・
児
童
委
員
。
ま
ち
の
保

健
室
に
と
っ
て
、
地
域
に
溶
け
込

ん
で
活
動
し
て
い
く
た
め
に
、
と

て
も
頼
り
に
な
る
存
在
に
な
っ
て

い
ま
す
。

「「  

民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
の
お
か
げ
で
地
域
は
安
心
で
す

民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
の
お
か
げ
で
地
域
は
安
心
で
す  

」」
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「「  

民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
か
ら
の
き
め
細
か
な
情
報
が
頼
り
で
す

民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
か
ら
の
き
め
細
か
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情
報
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頼
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す
ず
ら
ん
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ま
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宇
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菖菖
　　

子子
（
写
真
左
）

（
写
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左
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中
村

、
中
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玲
子
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（
写
真
右
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写
真
右
）

民
生・児
童
委
員
は
、地
域
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あなたの地区の民生・児童委員、主任児童委員を知りたいときは、
健康福祉政策室 ( 63‐7579) へお問い合わせください。

● 民生・児童委員にお気軽にご相談ください！
市内には、高齢者や障害のある人、子
育て中の人など地域の皆さんの相談相手
になったり、行政や関係機関とのパイプ
役になったりと問題解決へのお手伝いを
する民生・児童委員が 180人います（主
任児童委員含む）。ちょっとした悩み事

や、生活全般における疑問、ひとり暮ら
しの高齢者の心配事などをお聞きした
り、社会福祉の制度やサービスを説明し、
専門機関をご紹介したりします。
お気軽にご相談ください（秘密は厳守
します）。

　伊賀地域には、現在、6校の県立高校がありますが、今後、
中学校卒業者が大きく減少することが予測されています。
　これに対応するために、県教育委員会では、地域・ＰＴ
Ａの代表者、教育関係者などで構成する「伊賀地域高

等学校再編活性化推進協議会」を設置。今後の高
等学校のあり方が協議されてきました。その

内容をふまえ、県教育委員会が、高等学
校の再編活性化に向けた取組みに

ついての説明会を開催します。
5月15日火 午後7時～9時
5月19日土 午後2時～4時
 5月22日火 午後7時～9時 

日　時 場　所
名張市役所1階大会議室
名張市役所1階大会議室
県伊賀庁舎7階大会議室

 三重県教育委員会 教育総務課 教育改革グループ
   059‐224‐2951
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● 伊賀地域の中学校卒業者数の推移予測（平成23年5月 調べ）

伊賀地域の高等学校
再編活性化について
説明会を開催します
主催／三重県教育委員会 申込は不要です。

直接会場へお越しください。


